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介護予防の輪を地域に広げます
～アクティブシニア大学事業所情報交換会を開催～
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令和元年６月７日（金）に「アクティブ
シニア大学委託事業所情報交換会」（以下
「情報交換会」）を開催しました。令和元
年７月から開催予定の2019年度アクティブ

シニア大学について、５学部６学科１２教
室を委託する５事業所の担当者１０名が一
堂に会し、介護予防に資する効果的な教室
が一定以上のレベルを持って実施されるよ
う、事業所間の情報交換を行いました。ま
た、教室卒業制度とその後の自主教室化に
向けて、市や事業所の役割の確認、運動サ

【アクティブシニア大学】
高齢者の介護予防を目的に、藤枝市が主催する教室です。運動器の機
能向上を目的とした運動学部と、栄養改善・口腔機能向上・認知症予
防プログラムを取り入れた総合学部を柱として開催しています。
【運動サポーター】
介護予防教室等で指導が行えるよう、養成講座を受講した一般市民で、
住民主体の教室を支える役割を持っています。
【自主教室（ＯＢ会）】
アクティブシニア大学卒業生を中心とした住民主体の運動・認知症予
防教室です。
【アクティブクラブ】
自主教室のうち、週１回以上活動している、毎回最低３０分以上の活
動を取り入れている等の条件を満たした団体をアクティブクラブとし
て認定し、支援しています。

ポーターの効果的な活用方法や教室での役割の共通理解を図りました。

情報交換会では、参加者の目標設定や評価、卒業後の移行支援を中心に意見交換が
行われ、特に卒業後の移行支援について、参加者が卒業後のイメージを持てるように、
希望調査を行う時期や情報の提供方法について熱い議論が展開されました。運動サ
ポーターについては、サポーター養成講座で学んだ内容をアクティブシニア大学内で
生かせるように教室内での役割を設ける必要性があること、また、
養成講座の内容を事業所の指導担当も知る必要があることなど
が確認されました。
今回の情報交換会で交わされた意見を元に情報の集約
や提供を行い、教室のみならず地域にも介護予防の輪が
広がるように努めていきます。

事業所職員との情報交換

介護予防に
関する情報
を掲載して
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